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資料編 
1 ⾧浜市の現況 
(1) 人口・世帯 

人口・世帯の推移、人口分布 
人口は、平成 27 年では 118,193 人で、平成 22 年から大きく減少しており、世帯数は

平成 27 年では 41,788 世帯で、平成 22年から減少に転じている。 

また、人口分布（人口密度）をみると、長浜地域を中心に南部で高くなっている。 
 

図 人口・世帯の推移 

 
出典：国勢調査 
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図 人口分布（人口密度） 

 
出典：Ｈ27 国勢調査 
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年齢 3 区分別人口割合の推移 
平成 27 年の年齢 3区分別人口の割合は、15～64 歳（生産年齢人口）が 58.2％、65 歳

以上（高齢者人口）が 26.4％、15 歳未満（年少人口）が 13.6％となっている。 

平成 2 年からの推移をみると、15～64 歳が 6.3％減少、65 歳以上が 11％の増加、15

歳未満が 6.5％の減少と、少子高齢化が進んでいる。 
 

図 年齢３区分別人口の推移 

 
出典：国勢調査 
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産業別就業者人口の推移 
産業別就業者人口の総数は、平成 7年から平成 22年にかけて減少傾向となっており、

平成 17 年から平成 22 年では、1,913 人減少している。また、「分類不能の産業」を除く

と、平成 17 年から平成 22 年では、第１次産業の減少が 649 人、第 2 次産業の減少が

1,115 人、第 3次産業の減少が 2,476 人となっている。 
 

図 産業就業別人口の推移 

 
※分類については、平成 17 年及び平成 19 年に改定されており、集計内容が異なる。 

 
 
 

 
出典：国勢調査 
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平成 22 年の産業別就業者の割合は、第 3次産業が 54.2％、第 2次産業が 37.4％、第

1次産業が 3.5％となっている。 

平成 2 年からの推移をみると、第 3 次産業が 8.0％の増加、第 2 次産業が 8.6％の減

少、第 1次産業が 4.0％の減少と、第 3次産業の割合だけが増加している。 
 

図 産業就業別人口の推移 

 
出典：国勢調査 
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(2) 産業 
農業 
総農家数は平成 2 年から減少傾向が続いており、平成 27 年では 3,843 戸となってい

る。一方、経営耕地総面積は、平成 22年から増加に転じ、平成 27 年では 675,008a とな

っている。なお、農家 1戸当たりの経営耕地面積の平均は、平成 2年の 92.3a/戸から平

成 27年には 175.6a/戸に増加している。 

また、農業生産額は平成 15 年の約 54 億円をピークに減少傾向を示し、平成 22 年か

ら平成 24 年までは一度増加に転じたが、平成 25 年では約 44 億円となり再び減少して

いる。 

 
図 総農家数と経営耕地総面積の推移 

出典：農林業センサス 

図 農家１戸当たりの経営耕地面積の推移 

出典：農林業センサス

図 農業生産額の推移 
   

出典：滋賀県市町民経済計算書 
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工業 
平成 26 年の製造品出荷額等は約 5,436 億円で、平成 12年から減少が続いている。 
 

図 製造品出荷額の推移 

 
出典：工業統計調査 
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商業 
事業所数は平成 11年から減少傾向にあり、特に平成 19年からは大幅に減少しており、

平成 26 年では 1,117 事業所である。また、従業者数においても平成 14 年からは同様の

傾向であり、平成 26 年では 7,927 人である。 
図 事業所数と従業者数の推移 

 
 

年間商品販売額についても、平成 11 年から減少傾向にあり、平成 19年では一度増加

したものの、平成 26 年では約 1,810 億円となり、平成 16 年と比べても大きく減少して

いる。 

図 年間商品販売額の推移 

 
出典：商業統計調査 

出典：商業統計調査 
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観光 
観光入込客

※

は、年間 700 万人前後で推移しており、大河ドラマ放映に関連する博覧

会の開催時（平成 18 年、23 年）には、大幅な増加となっている。近年の動向をみると、

「都市型観光（買物・食等）」を目的とする者が最も多く、次いで「スポーツ・レクリエ

ーション」、「歴史・文化」の順に多く、多様な資源を有していることがわかる。 

 
表 目的別観光入込客数（Ｈ22 に分類変更有） 

 

 

 自然 

歴史・文化 

温泉 

・健康 

スポーツ・ 

レクリエーション 都市型 

観光 

（買物・ 

食等） 

その他 

行祭事・ 

イベント 

合計 

歴史 

博物館 

・美術

館 

ｽﾎﾟｰﾂ 

施設、 

ｷｬﾝﾌﾟ場 

水泳

場・ 

マリー

ナ 

公園・ 

ﾃｰﾏﾊﾟｰｸ等 

平成 22年 

（2010）

88,500 

1,212,600 

469,700 

1,185,900 

3,378,800 578,100 81,600 6,995,200 

733,600 479,000 542,500 1,700 641,700 

平成 23年 

（2011）

88,500 

1,848,800 

507,300 

1,599,600 

4,356,900 944,900 1,206,800 10,552,800 

955,300 893,500 495,400 1,700 1,102,500 

平成 24年 

（2012）

83,000 

1,286,200 

499,500 

1,288,300 

3,056,600 815,100 79,800 7,108,500 

778,100 508,100 675,800 1,200 611,300 

平成 25年 

（2013）

77,000 

1,240,200 

457,000 

1,400,000 

2,869,300 886,700 0 6,930,200 

727,500 512,700 691,300 1,100 707,600 

平成 26年 

（2014）

198,500 

1,283,400 

453,500 

1,737,200 

2,208,500 1,521,700 0 7,402,800 

636,000 647,400 817,300 21,400 898,500 

出典：滋賀県観光入込客統計調査 
 
※観光入込客 … その者の居住地が観光地の範囲の中か外か、あるいは外出の距離の大小にかかわ 

らず、主に自然、歴史・文化、温泉・健康、スポーツ・レクリエーション、都市 

型観光、行祭事・イベント等の目的で観光地に入り込んだ者をいう。 
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スキー、 

スケート 

水泳、 

舟遊び 

キャンプ 

釣り、 

ゴルフ、

テニス 

寺社、 

文化財 

遊覧船 行催事 一般行楽 合計 

平成 17年 

（2005） 

99,300 128,400 67,100 19,600 62,000 775,500 79,700 492,000 5,061,500 6,785,100 

平成 18年 

（2006） 

98,300 135,000 73,100 15,300 60,500 878,100 82,400 486,600 7,273,500 9,102,800 

平成 19年 

（2007） 

112,700 66,300 79,800 20,200 96,200 723,100 87,900 470,000 5,785,500 7,441,700 

平成 20年 

（2008） 

119,685 107,035 82,660 15,160 96,055 667,140 105,160 433,040 5,396,665 7,022,600 

平成 21年 

（2009） 

133,700 84,300 61,700 20,600 76,300 780,400 138,700 597,400 5,118,100 7,011,200 

（単位：人） 

（単位：人） 
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(3) 交通・防犯 
鉄道 
鉄道は、JR 北陸本線が市の中心部を南北に結び、田村駅、長浜駅、虎姫駅、河毛駅、

高月駅、木ノ本駅、余呉駅、近江塩津駅の 8駅がある。また、市の北西部には JR 湖西線

の永原駅があり、JR 北陸本線と近江塩津駅で接続している。 

過去 13 年間の各駅の 1日当たりの乗車人数をみると、田村駅が平成 15年以降増加を

続けていて、虎姫駅が平成 23 年以降、河毛駅が平成 18 年以降増加傾向にある。一方、

その他の駅はおおむね横ばいで推移している。 

図 各駅の 1 日当たりの乗車人数 
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図 鉄道網図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 



資料編 

12 

道路 
また、主な道路の交通量は、市域南部の国道 8号や長浜駅、国道 303 号と国道 365 号

が合流する旧高月町周辺で多くなっている。また、北部の国道 365 号、東部の国道 303

号と比較して、西部の国道 303 号は交通量が多くなっている。 

図 主な道路の交通量 
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出典：平成 22年度道路交通センサス 
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交通安全 
長浜市における交通事故発生率（人口に対する交通事故発生件数の割合）をみると、

滋賀県平均と比べて低く、平成 24年から減少傾向が継続している。 
 
表 ⾧浜市における交通事故発生率 

  
 
図 ⾧浜市における交通事故発生率 

 
  

⾧浜市 滋賀県 ⾧浜市 滋賀県 ⾧浜市 滋賀県
平成23年 123,593     1,414,398  629             8,112         0.51 0.57
平成24年 122,722     1,416,546  629             7,801         0.51 0.55
平成25年 121,753     1,416,952  611             7,577         0.50 0.54
平成26年 120,643     1,416,500  479             6,395         0.40 0.45
平成27年 119,970     1,415,373  420             5,719         0.35 0.40

人口（人） 交通事故発生件数（件） 交通事故発生率（％）
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0.45 0.40

0.00
0.10
0.20
0.30
0.40
0.50
0.60
0.70

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
⾧浜市 滋賀県

（％）

出典：長浜市都市計画課調べ 
（交通事故発生件数は滋賀県警察本部の公表資料から引用） 
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防犯 
長浜市における犯罪発生率（人口に対する犯罪発生件数の割合）をみると、滋賀県平

均と比べて低く、平成 25年をピークに減少傾向にある。 
 

表 ⾧浜市における犯罪発生率 

 
 
図 ⾧浜市における犯罪発生率  

⾧浜市 滋賀県 ⾧浜市 滋賀県 ⾧浜市 滋賀県
平成23年 123,593     1,414,398  1,059         13,762       0.86 0.97
平成24年 122,722     1,416,546  1,276         15,139       1.04 1.07
平成25年 121,753     1,416,952  1,331         15,447       1.09 1.09
平成26年 120,643     1,416,500  983             12,435       0.82 0.88
平成27年 119,970     1,415,373  860             11,308       0.72 0.80

人口（人） 犯罪発生件数（件） 犯罪発生率（％）

出典：長浜市都市計画課調べ 
（犯罪発生件数は滋賀県警察本部の公表資料から引用） 
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（％）
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(4) 都市施設 
都市施設について、都市計画道路、都市計画公園の整備状況は以下に示すとおりであ

り、その整備率は、都市計画道路が 65.41％、都市計画公園が 68.9％となっている。 
表 市町別都市計画道路の決定状況及び整備状況 

 
表 都市計画公園、緑地、墓園の都市計画決定状況 

 
出典：滋賀の都市計画 2014 
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(5) 土地利用    
平成 7年から平成 26 年の土地利用の面積の推移をみると、田、畑、山林、原野、雑種

地が減少し、宅地と池沼が増加している。また、割合の推移をみても、田が 0.2％減少、

畑が 0.3％減少、山林が 7.4％減少、宅地が 0.8％増加となっており、自然的な土地利用

が減少している。 
 

表 土地利用の面積の推移 
 

 
 出典：滋賀県統計書 

 
図 土地利用の割合の推移 

 
※ 「その他」は、墓地、道路、保安林、水道用地、水路、寺社境内、公共溜池、公園等を指す。 

出典：滋賀県統計書 

田 畑 宅地 池沼 山林 牧場 原野 雑種地 その他
平成7年度
(1995) 8,282 1,157 2,359 12 16,059 0 496 725 23,788

平成12年度
(2000) 8,082 1,025 2,457 10 16,026 0 487 1,440 23,385

平成17年度
(2005) 7,977 1,012 2,514 10 15,715 0 481 945 24,281

平成22年度
(2010) 7,884 1,004 2,623 12 15,692 0 483 888 25,363

平成26年度
(2014) 7,560 910 2,565 15 11,180 0 397 397 25,668

15.5%

14.6%

15.1%

15.3%

15.7%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

2.2%

5.3%

4.9%

4.7%

4.6%

4.5%

23.0%

29.1%

29.7%

30.3%

30.4%

0.8%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.8%

1.6%

1.8%

2.7%

1.4%

52.7%

47.0%

45.9%

44.2%

45.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成26年度
(2014)

平成22年度
(2010)

平成17年度
(2005)

平成12年度
(2000)

平成7年度
(1995)

田 畑 宅地 池沼 山林 牧場 原野 雑種地 その他

（単位：ha） 
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(6) 地価 
平成 23 年から平成 28 年の地価の推移をみると、いずれの地点も下落しており、下落

率は、おおむね 3～9％程度となっている。 

平成 28 年の地価は、住宅地では市南部でおおむね 4～7万円/㎡、市北部でおおむね 2

万円/㎡である。店舗又は店舗兼住居では、市南部でおおむね 5～12 万円/㎡、市北部で

おおむね 3～4万円/㎡となっている。 

なお、長浜駅周辺（標準地番号 5、7、5-1、5-2、5-3）と彦根駅周辺の住宅、店舗等と

比較すると、長浜駅周辺の方が高い傾向が見られる。 
図 地価公示一覧 
 
  平成23年 平成28年

神照町字上神子487番13 住宅 ー 56,400 ー
木之本町木之本字十禅神1243番外 住宅 25,000 23,000 8.0%

住宅 45,900 43,700 4.8%
宮司町字東谷寺965番31 住宅 62,000 60,100 3.1%
朝日町字五反田1206番 住宅 71,300 71,200 0.1%
相撲町字堂前877番15 住宅 50,900 48,300 5.1%
祇園町字十ﾉ坪140番7外 住宅 56,000 52,800 5.7%
八島町字野上99番19 住宅 ー 31,100 ー
酢字正法196番2外 住宅 15,200 14,000 7.9%
三川町字東川809番外 住宅 19,200 17,000 11.5%

住宅 14,800 13,800 6.8%
湖北町河毛字東堀1265番 住宅 16,400 15,700 4.3%
高月町高月字前田1653番2 住宅 30,100 28,500 5.3%

住宅 13,100 12,500 4.6%
住宅 17,600 16,200 8.0%

七条町字郷堀967番1 住宅 25,300 23,000 9.1%
下八木町字村中574番1 住宅 11,300 10,800 4.4%
曽根町字御館1490番15 住宅 28,100 26,700 5.0%
大井町字安本243番 住宅 13,200 12,300 6.8%
南呉服町字中鞴306番3外｢南呉服町9-13｣ 店舗 127,000 123,000 3.1%
大宮町142番｢大宮町5-12｣ 店舗兼住宅 84,000 81,400 3.1%

店舗兼住宅 96,300 92,600 3.8%
木之本町木之本字横田1559番 店舗 39,800 36,400 8.5%
内保町字堂ﾉ東2433番1外 銀行 34,500 32,700 5.2%
大寺町字細田1045番2外 店舗兼住宅 29,100 27,000 7.2%

店舗 66,000 62,600 5.2%
高月町高月字馬所目1172番1 店舗兼住宅 36,200 34,400 5.0%
神前町字九文目161番6外 店舗兼住宅 59,300 55,600 6.2%

（参考）JR彦根駅周辺の地価公示

平成23年 平成28年
彦根ｰ3 本町3丁目134番「本町3-2-41」 住宅 58,800 56,100 4.6%
彦根ｰ5 住宅 55,300 48,800 11.8%
彦根5ｰ5 佐和町20番「佐和町9-27」 店舗兼共同住宅 84,500 79,300 6.2%

下落率

下落率

標準地番号 所在及び地番 利用状況 価格（円/㎡）

標準地番号 所在及び地番 利用状況 価格（円/㎡）
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図 地価公示調査地点 
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(7) 都市整備事業 
土地区画整理事業は、市施行の 1 地区を含む 11 地区 122.0ha で行われ、全て完了し

ている。 

なお、11地区のうち、10地区は旧長浜市、1地区は旧湖北町で実施されている。 
 

図 土地区画整理事業実施箇所 
旧長浜市 

 
 

旧湖北町 
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市街地再開発事業は、長浜駅東地区（約 0.6ha）、長浜駅南地区（約 0.6ha）及び元浜

町 13番街区（約 0.6ha）で施行している。このうち、長浜駅南地区の市街地再開発事業

については、平成 27 年 6月で事業が完了している。 
図 ⾧浜駅東地区第１種市街地再開発事業計画図 

 
図 元浜町 13 番街区第一種市街地再開発事業計画図 
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2 地域特性 
(1) 人口・世帯数の推移 

平成 27 年では、全ての地域圏において人

口減少が見られ、特に余呉･高時･杉野地域

圏では人口減少が顕著（約 12％減）である。 
世帯数は、浅井地域圏ではわずかに増加

しているものの、それ以外の地域圏では減

少している。 
 
  図 各地域圏の人口と世帯の推移 

出典：国勢調査  
（H27 は国勢調査の速報値） 
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(2) 年齢 3 区分別人口割合の推移 
年齢 3 区分別人口は、浅井地域を除く全ての

地域圏で 65 歳以上の高齢者人口の割合が増加し

ている。また 15 歳未満の年少人口の割合は、浅

井地域圏、木之本・高月地域圏、余呉・高時・杉

野地域圏では減少しているものの、それ以外では

増加している。 
 平成 22 年の高齢者人口の割合は、余呉・高時・

杉野地域圏で 34.8％、西浅井地域圏で 29.9％と

高くなっている。 

 
  

図 各地域圏の年齢 3 区分別人口割合の推移 

出典：国勢調査 
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(3) 土地利用現況 
宅地比率と世帯当たり宅地面積 

宅地比率（総地積に占める宅地の割合）をみると、山間部に位置する西浅井地域、余

呉地域、木之本地域、浅井地域では 5％未満と低くなっている。一方で、長浜地域では、

約 23％と高く、びわ地域、虎姫地域、湖北地域、高月地域ではおおむね 10％前後である。 

また、世帯数当たりの宅地面積をみると、市街地である長浜地域では 500㎡未満であ

るのに対し、田園の広がるびわ地域や高月地域では 800㎡以上、森林の広がる西浅井地

域、余呉地域、木之本地域、浅井地域では約 600 ㎡以上と広い傾向がある。   
図 宅地比率（左）と世帯数当たり宅地面積（右） 

     地  域  名 宅 地 比 率 世帯数当たり宅地面積 ⾧浜地域 22.54％  421.75 ㎡  浅井地域 3.78％  748.52 ㎡  びわ地域 12.51％  962.83 ㎡  虎姫地域 11.91％  540.99 ㎡  湖北地域 7.18％  751.52 ㎡  高月地域 9.37％  805.23 ㎡  木之本地域 1.95％  598.14 ㎡  余呉地域 0.57％  765.00 ㎡  西浅井地域 1.63％  780.18 ㎡  

5％未満

5～10％未満

10～20％未満

20％以上

500㎡未満

500～600㎡未満

600～800㎡未満

800㎡以上

出典：長浜市税務課調べ（Ｈ27 年度データ） 
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都市計画区域内における地域別の土地利用 
長浜地域では、他地域と比べて都市的土地利用の割合が 41.7％と高く、中でも住宅用

地としての利用が 15.2％と高くなっている。 

びわ地域、虎姫地域では、田の土地利用が約半数を占めているが、住宅用地も約 10％

と長浜地域に次いで高くなっている。 

湖北地域、高月地域では、田が約 40％、山林が約 30％と自然的土地利用の割合が高

い。 

浅井地域、木之本地域では、山林の割合が約 50～60％と高い割合を占めている。 
表 都市計画区域内における地域別の土地利用 

 
※都市計画区域内の地域ごとに土地利用の割合を算出 
（都市計画基礎調査データの集計による） 
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36.1% 3.4% 14.4% 1.3% 3.1% 58.3% 15.2% 5.4% 2.9% 0.1% 4.8% 9.4% 0.7% 1.2% 2.0% 41.7%

浅井地域 21.0% 2.4% 61.8% 1.0% 2.3% 88.4% 4.5% 0.7% 0.7% 0.1% 1.3% 3.3% 0.1% 0.3% 0.7% 11.6%

びわ地域 53.3% 8.6% 3.5% 3.2% 6.1% 74.8% 9.0% 1.8% 2.8% 0.2% 3.4% 6.6% 0.1% 0.8% 0.5% 25.2%

51.8% 4.9% 7.2% 2.5% 5.5% 71.9% 10.2% 2.3% 1.8% 0.2% 2.7% 7.9% 0.8% 1.1% 1.2% 28.1%

湖北地域 40.3% 5.4% 30.7% 1.8% 4.4% 82.6% 5.5% 0.6% 1.1% 0.2% 1.5% 5.8% 0.6% 0.7% 1.3% 17.4%

高月地域 40.1% 2.4% 33.7% 1.3% 3.2% 80.6% 5.9% 1.3% 1.9% 0.2% 1.5% 5.6% 0.8% 0.7% 1.4% 19.4%

木之本地域 19.1% 2.0% 53.2% 1.2% 3.0% 78.4% 6.7% 2.1% 1.2% 0.3% 2.3% 5.7% 0.5% 0.4% 2.3% 21.6%

自
然
的
土
地
利
用

都
市
的
土
地
利
用
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図 地域別の土地利用 
 

  

出典：H25 都市計画基礎調査 
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(4) 建築確認申請件数 
平成 26、27年の建築確認申請の件数をみると、長浜地域が圧倒的に多く、年間 300 件

以上（市全体の申請件数の約 6 割）となっている。一方で、森林が広がる西浅井地域、

余呉地域、木之本地域（山間部）は、都市計画区域外であり、申請要件も異なることも

あり、非常に少ない。また、市中部のびわ地域、虎姫地域、浅井地域、湖北地域、高月

地域は、10～70 件と中程度の申請数になっている。 
 

図 建築確認申請件数 

 
  

地  域  名 件    数 割合（平均） Ｈ26 年度 Ｈ27 年度 平均 ⾧浜地域 304 件 372 件 338 件 61.2%  浅井地域 55 件 50 件 52.5 件 9.5%  びわ地域 34 件 36 件 35 件 6.3%  虎姫地域 12 件 16 件 14 件 2.5%  湖北地域 42 件 37 件 39.5 件 7.1%  高月地域 61 件 49 件 55 件 10.0%  木之本地域 18 件 16 件 17 件 3.1％  余呉地域 1 件 1 件 1 件 0.2%  西浅井地域 1 件 0 件 0.5 件 0.1%   

10件未満

10～30件未満

30～70件未満

70件以上

出典：Ｈ26、27 年度建築確認申請データ 

長浜地域 

びわ地域 

虎姫地域 

湖北地域 

高月地域 

木之本地域 

余呉地域 

西浅井地域 

浅井地域 
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(5) 自治会 
市民に最も身近な自治の単位として、長浜市には 425 の単位自治会があり、それぞれ

の地域に応じた活動を展開している。関係が深い地域では、複数の単位自治会で地区連

合自治会が組織されており、市全体では 35の地区連合自治会が組織されている。 
また、西浅井地域、余呉地域、木之本地域、高月地域は旧伊香郡に、浅井地域、びわ

地域、虎姫地域、湖北地域は旧東浅井郡にそれぞれ属していた。 
 

図 連合自治会区域図 
 

  

旧⾧浜市 
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(6) 人口分布状況 
人口の分布状況は、下図のとおりとなっている。 
市南部の市街地では、全体的に人口密度が高い一方で、市北部の森林が主体の地域で

は全体的に人口密度は低く、山間部の平地に比較的人口が集まっている。 
また、市中部においては、駅や支所といった拠点施設周辺に人口が比較的集中し、拠

点周辺部へとしみだすような分布を見せている。 
 

図 人口分布の特徴 
 

  

出典：Ｈ27 国勢調査 

 

山間部の平地に人口がまばらに 広がっている。 

高月駅・湖北支所、木之本駅 周辺に人口集中がみられる。 

全体的に人口密度が高い。 
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(7) 風土 
大まかな地形的特徴としては、市の北部地域には伊吹山系の山地、西側には琵琶湖、

中央の地域には湖北平野が広がっている。また、平野部は姉川や高時川、余呉川等の一

級河川が流れている。 
垂直積雪量（建築基準法により特定行政庁が定める各地の積雪の深さ）をみると、市

域の北部地域ほど積雪量が多く、南西部が最も積雪量が少ない傾向となっている。 
 

図 地形の特徴（左）と垂直積雪量（右） 

  
  


